
（単位：円）

科目 予　算　額 前年度予算額 増減 備考
Ⅰ　事業活動収支の部
１．事業活動収入
　①基本財産運用益 0 0 0
　　　基本財産運用収入 0 0 0
　②受取会費 1,219,000 1,252,000 -33,000
　　　正会員入会費 1,000 1,000 0
　　　正会員会費収入 1,209,000 1,248,000 -39,000
　　　一般会員会費収入 0 0 0
　　　賛助会員会費収入 9,000 3,000 6,000
　③研修事業収入 14,000 18,000 -4,000
　　　研修会受講料事業収入 14,000 18,000 -4,000 聴講料

　④教育事業収入 2,200,000 2,400,000 -200,000
　　　検定料収入 2,200,000 2,400,000 -200,000
　⑤普及事業収入 2,296,000 708,000 1,588,000
　　　負担金収入 481,000 542,000 -61,000 出演料

　　　入場料収入 1,815,000 166,000 1,649,000
　⑥受取補助金等 260,000 260,000 0
　　　補助金 260,000 260,000 0 芸術祭、講習会助成金

　⑦受取寄付金等 0 0 0
　　　寄付金収入 0 0 0
　⑧雑収入 180,000 160,000 20,000
　　　雑収入 180,000 160,000 20,000 広告料収入含む

事業活動収入計 6,169,000 4,798,000 1,371,000
２．事業活動支出
　①事業費支出 5,173,800 3,852,600 1,321,200
　　　給料手当 480,000 480,000 0
　　　臨時雇賃金 0 0 0
　　　福利厚生費 170,000 171,000 -1,000
　　　旅費交通費 781,000 608,000 173,000
　　　通信運搬費 308,000 313,000 -5,000
　　　消耗品費 208,000 183,000 25,000
　　　調律費 129,000 120,000 9,000
　　　印刷製本費 352,000 217,000 135,000
　　　接待交際費 45,000 18,000 27,000
　　　水道光熱費 96,000 96,000 0
　　　賃借料 1,244,800 1,088,600 156,200
　　　諸謝金 1,160,000 475,000 685,000 講師、審査員

　　　筆耕料 51,000 60,000 -9,000
　　　宣伝広告費 0 0 0
　　　支払助成金 30,000 0 30,000
　　　雑費 119,000 23,000 96,000
　②管理費支出 995,200 945,400 49,800
　　　給料手当 120,000 120,000 0
　　　会議費 25,000 12,000 13,000
　　　旅費交通費 350,000 300,000 50,000
　　　通信運搬費 40,000 62,000 -22,000
　　　消耗品費 30,000 24,000 6,000
　　　接待交際費 50,000 50,000 0
　　　水道光熱費 24,000 24,000 0
　　　賃借料 146,200 143,400 2,800
　　　租税公課 120,000 130,000 -10,000 県芸協会費、法人税等

　　　宣伝広告費 20,000 20,000 0
　　　支払負担金 40,000 40,000 0 県芸協活動記録集負担金

　　　雑費 30,000 20,000 10,000
事業活動支出計 6,169,000 4,798,000 1,371,000

事業活動収支差額 0 0 0

収　支　予　算　書

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで



科　　　目
Ⅱ　投資活動収支の部
１．投資活動収入
　①基本財産取崩収入
　　　基本財産取崩

投資活動収入計
２．投資活動支出
　①基本財産取得支出
　　　基本財産取得

投資活動支出計
投資活動収支差額

Ⅲ　財務活動収支の部
１．財務活動収入
　①借入金収入
　　　短期借入金

財務活動収入計
２．借入金返済支出
　①借入金返済支出
　　　短期借入金返済

財務活動支出計
財務活動収支差額

Ⅳ　予備費 1,000,000 1,300,000 -300,000 新型コロナ対策費として※

当期収支差額 -1,000,000 -1,300,000 300,000
当期期首残高 1,732,514 2,789,416 -1,056,902
当期期末残高 732,514 1,489,416 -756,902

③その他新型コロナ関連の費用全般。
当期末残高は次年度に繰り越し、コロナ対策費とするものである（新型コロナ感染拡大の収束まで一定額を維持する）。

※ 予備費「新型コロナ対策費」の主な内訳
①事業の中止や延期に係る事務諸経費
②事業の中止や延期その他感染対策のため不参加となった参加者への返金で減収となる分の補填


